
（様式１－２号）
○○技能実習評価試験実施規程（例）
（目的）
第１条　本規程は、＊＊職種における＊＊（作業）に関して技能実習生が修得した技能・技術及び知識（以下「技能等」という。）について公正かつ客観的な評価をするために必要な事項を定めるものとする。
（実施主体）
第2条 本試験は、○○技能実習評価試験（以下「試験」という。）と称し、その実施主体は次のとおりとする。
     　実施主体：＊＊法人△△△協会（以下「△△」という。）
     　所 在 地：東京都＊＊＊区＊＊
（対象職種等）
第３条　試験の対象職種は、「＊＊」とする。
２　「＊＊」における作業は、「＊＊＊」、「＊＊＊」・・・とする。
（等級の区分）
第４条　試験は、上級、専門級及び初級の３等級に区分して行う。　
（合格に必要な技能及びこれに関する知識）
第５条　試験の合格に必要な技能及びこれに関する知識の程度は、次の各号に掲げる等級区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。
（１）上級：＊＊職種の中級の技能労働者が通常有すべき技能及びこれに関する知識の程度（技能検定２級相当）
（２）専門級：＊＊職種の初級の技能労働者が通常有すべき技能及びこれに関する知識の程度　（技能検定３級相当）
（３）初級：＊＊職種の基本的な業務を遂行するために必要な基礎的な技能及びこれに関する知識の程度（技能検定基礎級相当）
（受検資格）
第６条  試験を受けることができる者は、次の各号に掲げる等級区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。
（１）上級：＊＊職種に関し、48か月以上の実務の経験を有する者
（２）専門級　：＊＊職種に関し、24か月以上の実務の経験を有する者
（３）初級　：＊＊職種に関し、６か月以上の実務の経験を有する者
（試験の方法及び試験基準）
第７条　試験は実技試験及び学科試験によって行う。
２　試験の基準は、別表1に定める「○○技能実習評価試験の試験科目及びその範囲並びにその細目（以下「試験基準という。）」のとおりとする。
（試験の実施時期及び場所）
第８条　△△（代表●●）は、各事業年度開始前に、試験の実施日程、実施場所及びその他試験実施に関する試験実施計画を定め、これを関係者に周知する。
２　△△（代表●●）は、前項の試験実施計画を定めたときは、速やかに外国人技能実習機構に届け出るものとし、これを変更したときも同様とする。
３　技能実習制度における修得技能等の評価に活用される初級、専門級、上級試験は、原則として、第２号技能実習または第３号技能実習への移行を希望する技能実習生の「第１号技能実習」または「第２号技能実習」の修了時期もしくは第３号技能実習生の「第３号技能実習」の修了時期に応じ随時実施する。
４　試験は、技能実習生の実習実施者の所在地及び効率性等を勘案し、試験会場に受検者を集めて実施する集合試験方式、又は実習実施者等に試験監督者を派遣し、当該実習実施者の機械設備等を利用して実施する出張試験方式により実施する。実習実施者の機械設備を使用する場合、△△（代表●●）は、機械設備等の利用に関し、当該実習実施者に協力を求めることとする。
５　試験は、原則として実技試験と学科試験を同一会場で同一日に実施することとして、試験時間を定める。
（試験の実施体制）
第９条　△△（代表●●）は、別表○に定める「試験基準」及び別表○に定める「○○技能実習評価試験問題作成要領」に基づき試験問題を作成し、別表○に定める「○○技能実習評価試験実施要領」に基づき公正に実施する。
２　試験に関する事務は、△△（代表●●）の責任のもと、本実施規程により選任された委員、試験監督者、補佐員、事務員及び事務局が実施する。
（○○技能実習評価委員会）

第10条　△△（代表●●）は、試験問題の決定その他試験の実施に係る技術的な事項に関する業務を行わせ、技能等評価の適切かつ公正な実施を図るため、○○技能実習評価委員会（以下「評価委員会」という。）を置く。

２　評価委員会は別表○に定める「○○技能実習評価委員会規程」に基づき、運営するものとする。

（○○技能実習評価試験委員会）
第11条　△△（代表●●）は、試験基準案の作成及び試験問題の作成に関する業務を行わせるため、○○技能実習評価試験委員会（以下「試験委員会」という。）を置く。
２　試験委員会は別表○に定める「○○技能実習評価試験委員会規程」に基づき運営するものとする。

（試験監督者）
第12条　△△（代表●●）は、試験の実施に関する業務のうち技能等の程度の評価に係る事項その他の技術的な事項に関する業務を行わせるため、試験監督者を置くものとし、その選任方法及び職務内容等については別表○に定める「○○技能実習評価試験実施要領」によるものとする。

（補佐員及び事務員）
第13条　△△（代表●●）は、試験を円滑に実施するため補佐員及び事務員を置くものとし、その選任方法及び職務内容等については別表○に定める「○○技能実習評価試験実施要領」によるものとする。
（受検の申請等）
第14条　受検者は、△△（代表●●）が別に定める○○技能実習評価試験受検申請書に必要事項（氏名、住所等）を記入し、受検者本人の写真を貼付の上、次の書類を添え△△（代表●●）に申請しなければならない。

　　①受検者の技能実習履歴証明書

　　②△△（代表●●）が別に定める受検票（受検申請書と同じ写真を貼付）
２　△△（代表●●）は、実施する試験の職種・作業、期日、場所、受検申請書の提出期限その他試験の実施に必要な事項を、あらかじめ公示する。
３　△△（代表●●）は、申請を受理した場合は、第１項第２号の受検票を交付するとともに受検者名簿に登録する。
　
（試験問題の公開）

第15条　△△（代表●●）は、実技試験及び学科試験を公開する。ただし、学科試験問題については、受検者が試験のレベルを理解するという趣旨を満たす範囲で実際に出題したものとする。
（再試験の実施）

第16条　実技試験及び学科試験の両方又は一方が不合格であった受検者より、再度、受検申請が行われたときは、不合格であった実技試験及び学科試験の両方又は一方のみについて、受検日時等の調整を行った上で、当人の技能実習期間終了前であれば、１回限りにおいて再試験を行うことができるものとし、再受検の申請等は第14条の規定によるものとする。

２　不正行為を行った者に対する再受検は認めない。

３　再試験の実施については、別表○に定める「○○技能実習評価試験実施要領」によるものとする。
（試験の停止）

第17条　△△（代表●●）は、実技試験又は学科試験に関して不正行為、又は他の受検者に迷惑になる行為があったときは、当該不正行為等を行った受検者に対して、その試験を停止し、又はその試験の合格の決定を取り消すものとする。また、その者に対する再試験は行わない。　
（受検料等）
第18条　受検料は、△△（代表●●）が定め、公示するものとする。
２　受検者が指定された場所以外での試験実施を希望する場合は、所定の受検料以外に別途試験実施に係る実費等を徴収することができる。（以下、第１項の受検料を含めて「受検料等」という。）
３　受検者は、試験の申請書に受検料等を添えて、△△（代表●●）が定める方法により納付するものとする。

４　収納した受検料等は、次に掲げる場合を除き返戻しない。

（１）受検申請書が受理できないと認められた場合

（２）△△（代表●●）の責めに帰すべき理由がある場合
（３）自然災害等により、試験が実施できない場合（代替の試験が実施された場合を除く。）

（合格者の決定）
第19条  合格者の決定は、別表○に定める「○○技能実習評価試験合否判定基準」による評価委員会の合否の判定に基づき、△△（代表●●）が行う。
２　合格者の氏名、国籍、生年月日、入国年月日、職種・作業・等級、所属監理団体名、所属実習実施者名、試験実施日、合格決定日は、△△が管理する合格者名簿に登録する。

（試験の合格通知）

第20条　△△（代表●●）は、合格の決定を行った時は、実技試験又は学科試験を受検した者に合格通知書を送付し、合否を通知する。
２　合格通知書には、実技試験及び学科試験のそれぞれの合否結果のほか、その他必要事項を記載し、△△（代表者●●）の印を押印する。

３　合否の通知を受けた者は、合格通知書を滅失し、若しくは損傷したとき、又は氏名を変更したときは、合格通知書の再交付を申請することができる。
（合格証書）
第21条　△△（代表●●）は、実技試験に合格し、かつ、学科試験に合格した者に対して、合格証書を交付する。
２　合格証書には、実技試験及び学科試験に合格した事実のほか、その他必要事項を記載し、△△（代表●●）の印を押印する。
３　合格証書の交付を受けた者は、合格証書を滅失し、若しくは損傷したとき、又は氏名を変更したときは、合格証書の再交付を申請することができる。
（試験結果の報告）
第22条　△△（代表●●）は、受検者に対し試験結果の通知を行ったときは、試験結果について、試験終了後2週間以内に外国人技能実習機構の受検手続支援サイトに入力するものとする。

（秘密保持義務）
第23条　○○技能実習評価試験に関する業務に携わる者及び携わった者は、職務上知り得た秘密を他に漏らし、又は盗用してはならない。
（帳簿及び書類の保存）
第24条　試験事務に関する帳簿及び書類は、当該実施年度の翌年からそれぞれ記載の
期間、保存するものとする。

（１）「合格者名簿（実技試験及び学科試験それぞれ）」

10年
（２）「受検申請書」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１年
（３）「受検者名簿」





10年
（４）「委員名簿（資格、任期等を含む）


       10年
（５）「実施済み学科試験問題及び実技試験問題」

３年
（６）「学科試験の正答」




３年
（７）「学科試験答案用紙」




２年
（８）「実技試験採点用紙」




２年
（９）「得点表」





       ３年
（10）「技能実習評価試験実施実績記録」


３年
（11）「試験実施現場写真」




３年

　　
（試験実施要領への委任）
第25条　この規程に定めるもののほか、○○技能実習評価試験に関して必要な事項は、○○技能実習評価試験実施要領で定める。
